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令和８ 年度水産関係主要施策及び予算の概要について 

 

１  令和８ 年度水産関係主要事業の方針 

持続可能な水産業を 実現する ため、 早熟カジメ 等を利用し た藻場の再生や、

本県の海に適し た養殖の普及、定置網漁業のス マート 化等に取り 組むと と も に、

内水面漁業と 地域の振興を図る ため、丹沢ヤマメ や背掛り アユを 活用し て遊漁

者や観光客等の増加に繋げていく 。  

ま た、 漁業者の所得向上を 図る ため、 地域特産品の創出や、 海業の推進など

神奈川ら し い水産業を 振興する 。  

さ ら に、 流通拠点及び防災拠点である 県営漁港、 市町営漁港において、 水産

業の振興や自然災害に対する 強靭化を図る ため、漁港施設及び海岸保全施設の

整備・ 改良を 行う 。  

 

２  令和８ 年度当初予算総括表 

[ 環境農政局関連予算概要]               （ 単位： 百万円）  

    予算額 

区 分 
令和８ 年度 

当初予算 

令和７ 年度 

当初予算 

比   較 

増 減 額 比率（ ％）  

一般会計 41, 392 38, 913 2, 479 106. 4 

特別会計 10, 616 10, 290 326 103. 2 

合  計 52, 008 49, 204 2, 804 105. 7 

[ 農水産部関係予算概要]                （ 単位： 百万円）  

    予算額 

区 分 

令和８ 年度 

当初予算 

令和７ 年度 

当初予算 

比   較 

増 減 額 比率（ ％）  

一般会計 21, 767 20, 258 1, 509 107. 4 

特別会計 350 327 23 107. 1 

合  計 22, 118 20, 586 1, 532 107. 4 

[ 水産関係予算概要]                  （ 単位： 百万円）  

    予算額

区 分 

令和８ 年度 

当初予算 

令和７ 年度 

当初予算 

比   較 

増 減 額 比率（ ％）  

一般会計 2, 390 2, 368     22 101. 0 

特別会計 160 106 54 151. 1 

合  計 2, 551 2, 474 77 103. 1 

（ 注） こ の資料の金額は、表示単位未満切り 捨てのため合計と 符合し ないこ と があり ます。  

資料９
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３  令和８ 年度当初予算の概要  

 

＜主な事業＞ 

 

( 1)  磯焼け対策                      1, 849 万円 

培養施設で大量に生産し た早熟カジメ 等※1 の種苗を 、 中間育成施設で成

熟する ま で育ててから 、 漁業者や市民団体等と 連携し て海底に移植する こ

と で、 藻場の再生を 加速化さ せ、 磯焼け ※2 し た漁場の回復を 図る と と も

に、 ブルーカーボン によ る Ｃ Ｏ 2 吸収効果の増大にも つなげる 。  

※1 海藻の一種である カジメ のう ち成熟が早いも の。  

※2 海藻が魚など に食べつく さ れ藻場が消失する 現象。  

        

 

 

 

 

 

 

( 2)  県産水産物普及推進                    495 万円 

県産水産物の付加価値を向上さ せ消費を 拡大する ため、 消費者の簡便志向

や健康志向等のニーズに応えた加工品の開発や、 小売店等と 連携し た普及促

進のための広報活動を 行う 。  

さ ら に、 地域水産物の新たな魅力を活かし た未病改善にも 役立つ地域特産

品の創出※によ る 漁業振興の取組を 支援する 。 ※茜身（ マグロ の血合い肉）  

  

藻場 海底への移植 

事業ス キーム  茜身のユッ ケ  
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( 3)  魚類等養殖技術開発                  1, 490 万円 

小型のマサバに抗酸化作用の高いマグロ の血合肉を 餌と し て与え、 魚の

付加価値を 高める 養殖技術の開発を 引き 続き 行う 。  

ま た、 沿岸域における 養殖に必要な資材の購入や販促活動の支援など 、

養殖事業に取り 組む地元協議会と 協働し て試験養殖を 行う 。  

さ ら に、 県内で養殖事業を 試験的に行っ ている 複数の漁業者に対し 、 そ

の事業化へ向けた補助を 行う 。  

             

 

 

 

 

 

 

( 4)  内水面漁業の推進                    200 万円 

内水面漁業と 地域の振興を 図る ため、 丹沢ヤマメ や背掛り アユを 活用し  

て遊漁者や観光客等の増加に取り 組む。   

       

 

 

 

 

 

( 5)  海業の推進                       1, 735 万円 

経営の多角化によ り 漁業者の所得向上を 図る ため、 海業※に取り 組む漁業

者と 企業のマッ チン グを 行う と と も に、 シン ポジウ ム やセミ ナーを 開催し

て海業を 促進する 。 さ ら に、 県内の教育機関と 連携し て、 海業の担い手を

育成する ための研修を 実施する 。  

  ※漁業を 核に商業、 観光、 教育等の分野を 結び付けた複合的産業。   

     

 

マサバ            ト ラ ウ ト サーモン  

海業シンポジウ ム    （ 海業の実施例） 体験漁業      環境教育  

丹沢系ヤマメ          背掛り アユ種苗 
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( 6)  県営漁港の整備                     8 億 4, 200 万円 

災害時の水産物流通拠点と し ての機能の確保や水産業の振興に向け、 三崎

漁港及び小田原漁港において漁港施設の機能保全を 図る と と も に、 海岸背後

の人命・ 資産を 高潮や波浪から 防護する ため、 小田原漁港海岸において海岸

保全施設の整備を行う 。  

 

( 7)  市町営漁港の整備                   8 億 1, 114 万円 

漁港施設及び海岸保全施設の新設・ 保全に向けて市町が実施する 、佐島漁港

を はじ めと し た漁港の整備に対し て、 補助を行う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

海岸保全施設（ 小田原漁港海岸）  離岸堤（ 横須賀市営佐島漁港）  
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＜水産指導担当＞  

主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算 

令和７ 年度 

当初予算 

 29, 894 千円 30, 729 千円 

１  漁業経営安定化 

（ １ ） 水産業制度資金利子補給費 

漁業者の経営安定化等のため、 漁業者等が必要な資金を低利

で借り ら れる よ う 、 漁業振興運用資金、 漁業近代化資金、 漁業

災害等資金を融資する 金融機関へ利子補給を 行う 。  

（ ２ ） 漁業共済事業推進費 

漁業者の経営安定を図る ため、 不漁等によ り 漁業者が被る 損

失を 補填する 共済事業に対し て補助する 。  

 

 

 50, 000 千円 50, 000 千円 

[ 特別会計]  

２  沿岸漁業改善資金会計 

漁業経営の改善、 青年漁業者等の養成確保に要する 資金の貸付

けを 行う 。  

融資枠 経営等改善資金                        30, 000 千円 

青年漁業者等育成確保資金       20, 000 千円 

 

 

 

 

 

 1, 237 千円 1, 237 千円 

３  水産業運営費補助 

（ １ ） 広域合併漁協事業運営費補助           

広域合併し た漁協が行う 広域事業に対し て補助する 。  

（ ２ ） 県漁業協同組合連合会指導事業補助       

県内水面漁連が各漁協に対し て行う 指導事業に補助する 。  

（ ３ ） カワ ウ 被害防除対策事業費補助（ 資源管理担当）   

カワ ウ 追い払い事業に対し て補助する 。  

 

 

 

 

  



6 
 

＜水産企画担当＞ 

主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

 233 千円 466 千円 

１  水産審議会費 

水産業の振興に関する 重要事項（ 水産課主要施策等） を審議す

る 水産審議会を 開催する 。  

 

 10, 543 千円 11, 868 千円 

２  水産業推進対策費 

  水産業基本対策のための調査や資料収集等を 行い、 水産行政の

総合的な推進を図る 。 ま た、 地域における 指導者の育成や漁業者

間の交流を促進する こ と で、 県内漁業の活性化を 図る 。  

 

 

 4, 950 千円 4, 950 千円 

３  県産水産物普及推進事業費 

県産水産物の付加価値を 向上さ せ消費を拡大する ため、 消費者

の簡便志向や健康志向等のニーズに応えた加工品の開発や、 小売

店等と 連携し た普及促進のための広報活動を 行う 。  

さ ら に、 地域水産物の新たな魅力を 活かし た未病改善にも 役立

つ地域特産品の創出※によ る 漁業振興の取組を支援する 。  

※茜身（ マグロ の血合い肉）  

 

 

 

 3, 000 千円 3, 000 千円 

４  漁場環境保全活動支援事業費 

国の補助事業である 「 漁場生産力・ 水産多面的機能強化対策事

業」 を活用し 、 漁業者等が自主的に行う 藻場の保全や、 海底の清

掃など の海の環境保全活動を 支援する 。  

※横須賀市、 鎌倉市、 藤沢市、 小田原市、 三浦市、 葉山町で 

活動する ９ 団体へ補助。  

 

 1, 150 千円 1, 150 千円 

５  水産業改良普及活動促進費 

普及指導員を 配置し 、 漁業者への技術指導、 営漁指導など によ

って沿岸漁業の生産性の向上や漁家経営の改善を 図る 。  
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主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

 2, 216 千円 2, 216 千円 

６  漁業就業支援事業費 

（ １ ） 漁協等向けセミ ナーの開催             

新規漁業就業者や漁協等に対し て、 漁業所得の向上に関する

セミ ナー等を開催し 、 漁業の人材定着を 図る 。  

（ ２ ） 漁業就業に係る 資格取得支援           

   漁業就業後間も ない県内の新規就業者に対し 、 小型船舶免許

や玉掛け等の取得費用の一部を支援する 。  

（ ３ ） 漁業体験研修の実施                

漁業現場の要望を踏ま え、 定置網など 本県の代表的な漁業の

見学や体験研修を 開催する 。  

（ ４ ） 漁業就業セミ ナー・ 就業マッ チング会の開催     

漁業就業に興味がある 者を 対象と し たセミ ナーを 開催する と

と も に、 就業希望者と 求人中の漁業者が、 直接就業相談でき る

集団面接会を開催する 。  

 

 

 6, 775 千円 13, 550 千円 

７  水産業福祉連携推進事業費 

    水産業の担い手を 確保する と と も に、 障がい者等の就労・ 雇用

機会の確保を 図る ため、 市町等と 連携し 、 現場体験など の研修や

専門アド バイ ザーの派遣を行う と と も に、 研究会の開催、 事例集

の作成を 行う 。  

 

 

 

 

 

 17, 350 千円 24, 350 千円 

８  海業推進事業費 

  観光やレ ジャ ーなど の他産業と 連携し 、 地域の海や漁村の魅力

を 活用する 「 海業」 の取組みを 推進する こ と で、 漁業経営の多角

化によ る 漁業所得の向上を図る 。  

（ １ ） 漁業者と 企業のマッ チング促進事業      10, 000 千円 

（ ２ ） かながわモデル普及促進事業（ シンポジウ ム等の開催）  

1, 905 千円 

（ ３ ） 海業の担い手育成事業（ 育成プロ グラ ムの実証）  5, 000 千円 

（ ４ ） かながわ海業モデル創出事業( 横須賀・ 小田原・ 藤沢・ 逗

子・ 三浦の５ 地域の取組の効果検証と 評価)      445 千円 
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主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

 95, 292 千円 156, 750 千円 

９  【 一部新】 経常試験研究費 

（ １ ） 漁業調査船の運航費             53, 002 千円 

漁業調査指導船「 江の島丸（ 105 ト ン）」 や漁業調査船「 ほう

じ ょ う （ 19 ト ン）」 にかかる 運航費 

（ ２ ） 地域課題研究費                3, 249 千円 

ア 内水面漁場環境研究費 

河川漁場環境の調査によ り 現状を 把握する と と も に、 保全・

再生策を 検討し 、 河川管理者等への技術支援を 行う 。 ま た、 外

来魚やカワ ウ の生息調査及び水産資源への食害防除を 図る 。  

イ  内水面資源増殖技術研究費           

アユ資源対策研究、 アユ種苗生産親魚養成・ 発眼卵供給、 ア

ユ遡上量調査を実施する 。 ま た、 丹沢系ヤマメ やワ カサギの増

殖技術の開発等を 行う 。  

ウ  海況調査事業費              

定常的な観測によ り 本県沿岸沖合海域の海況情報を 収集し 、

海況変化を予測する と と も に、 その最新情報を 漁業者や県民へ

提供し て漁業経営の安定や漁業防災と 資源の維持増大を図る 。  

エ 水産動物疫病防除事業                   

海面養殖等における 魚病の発生状況の把握と 検査を 行う 。  

（ ３ ） 一般受託研究費（ 水産技術センタ ー費）     32, 108 千円 

ア 水産技術センタ ー                            

200 海里内漁場資源調査、 東京湾貧栄養事業、 高度回遊性魚類

資源対策調査、 三崎水産加工業のブラ ンド 化技術研究、 ウ ニ養

殖における 餌料の栄養機能評価試験を行う 。  

イ  相模湾試験場                       

相模湾の漁場環境再生試験、 酒匂川濁流影響調査、 定置網安

全対策調査を 行う 。   

ウ  内水面試験場                              

希少淡水魚保護増殖事業、 相模湾アユ海洋生活期調査、 酒匂川

アユ産卵場調査、 アユ再生産調査、 酒匂川アユ漁期延長調査を

行う 。  

こ のほか、 魚病の発生や蔓延防止のための検査・ 指導を 実施す

る ほか、 新たに漁業調査指導船「 江の島丸」 の海洋観測で使用す

る 採水装置を 更新する 。  
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主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

 4, 475 千円 3, 973 千円 

１ ０  【 一部新】 地球温暖化適応策調査研究費 

（ １ ） 新魚種等放流技術開発事業費            2, 496 千円 

ト ラ フ グ、チョ ウ セン ハマグリ の種苗生産や放流技術開発を 行

う 。  

（ ２ ） 二枚貝類の増養殖技術開発事業         1, 477 千円 

二枚貝類の増養殖試験と 貝毒等のモニタ リ ングを 行う 。  

( ３ ） 豊富な水産資源と 多様な生物が育つ豊かな海の再生事業 

502 千円 

多く の水産資源が成育でき る 漁場環境に改善する 取組や多種

多様な水産生物が共存する 生物多様性の維持・ 増大を目指し た取

組を推進する 。 企業版ふる さ と 納税によ る 寄附金を 財源と する 。 

 

 

 18, 496 千円 39, 058 千円 

１ １  磯焼け対策事業費 

（ １ ） 藻場の再生整備                   14, 950 千円 

沿岸域の水産資源の回復を 図る ため、 培養施設で大量に生産

し た早熟カジメ 等の種苗を 中間育成施設で成熟する ま で育てて

から 、 漁業者や市民団体等と 連携し て海底に移植する こ と で藻

場の再生を 加速化さ せ、 磯焼けし た漁場の回復を 図る と と も

に、 ブルーカーボン によ る Ｃ Ｏ 2 吸収効果の増大にも つなげ

る 。  

（ ２ ） 藻類生産及び藻場動態試験、 藻場再生支援事業  1, 986 千円 

ウ 二類の駆除効果調査やアイ ゴの挙動追跡調査など によ り 、

磯焼けし た藻場の回復に向けた地域の取組を支援する と と も

に、 海藻類増養殖技術開発試験を行う 。  

（ ３ ） ムラ サキウ ニの養殖技術開発試験          560 千円 

県産野菜残渣等によ る ムラ サキウ ニの養殖技術開発試験及び

地域特産品と し ての商品開発を 行う 。  

（ ４ ） ブルーカーボン・ 海の森創出事業          1, 000 千円 

   民間から の寄附金を 財源と し て藻場の再生に取り 組むと と も

に、 ブルーカーボンを推進する 。  
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主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

    9, 009 千円  9, 707 千円 

１ ２  漁業活性化促進事業費 

（ １ ） 定置網の防災対策の技術開発          1, 834 千円 

近年、 台風が日本近海に到達し ても 勢力が衰えず、 急潮だけで

なく 波浪によ る 定置網の被害が増加傾向にある こ と から 、引き 続

き 急潮に対する 安全対策を検討する と と も に、波浪に強い定置網

を 開発する 。  

（ ２ ） 定置網漁業のス マート 化             7, 175 千円 

定置網に魚群探知機や水中カ メ ラ など の遠隔監視装置を 設置

し て、 水中画像等を AI で分析する こ と によ り 、 網の中の魚の種

類や量等を 判別する シス テムを 開発し 、定置網漁業のス マート 化

によ る 操業の効率化等を 促進する 。  

 

 

 14, 906 千円 36, 006 千円 

１ ３  魚類等養殖技術開発事業費          

小型のマサバに抗酸化作用の高いマグ ロ の血合肉を 餌と し て

与え、 魚の付加価値を 高める 養殖技術の開発を 引き 続き 行う 。  

ま た、沿岸域における 、養殖に必要な資材の購入や販促活動の

支援など 、 養殖事業に取り 組む地元協議会と 協働し て試験養殖

を 行う 。  

さ ら に、 県内で養殖事業を 試験的に行っ ている 複数の漁業者

に対し 、 その事業化へ向けた補助を 行う 。  
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＜漁港担当＞ 

主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

 477, 420 千円 467, 391 千円

１  県営漁港整備事業費( 公共事業)  

三崎漁港及び小田原漁港の整備、 県営漁港海岸の整備を行う 。  

（ １ ） 三崎特定漁港漁場整備事業費         90, 000 千円 

城ケ島２ 号護岸機能保全工事、 城ケ島大橋機能保全工事 

（ ２ ） 小田原特定漁港漁場整備事業費       358, 000 千円 

南町地区海岸保全施設工事         248, 000 千円 

西側立体多目的広場用地補修工事       110, 000 千円 

（ ３ ） 三崎特定漁港漁場整備事業費（ 公共事業） ( 事務費)  

15, 356 千円 

（ ４ ） 小田原特定漁港漁場整備事業費（ 公共事業） ( 事務費)  

14, 064 千円 

 

 

 

 424, 200 千円 401, 000 千円 

２  【 一部新】 県営漁港整備事業費( 単独事業)  

三崎漁港と 小田原漁港内の漁港施設及び小田原漁港海岸の海

岸保全施設等の緊急を要する 維持管理及び改良工事等を行う 。  

ま た、 新たに、 漁港台帳を はじ めと し た漁港及び漁港海岸に

おける 各種情報を電子データ 化し 、 ク ラ ウ ド 上の安全なサーバ

で保管する 取組を行う 。  

（ １ ）  一般事業                 316, 000 千円 

（ ２ ）  水防災戦略事業               78, 000 千円 

（ ３ ）  漁港台帳等整備事業            30, 200 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 743, 690 千円 696, 810 千円 

３  市町営漁港整備事業費( 公共事業)  

（ １ ） 市町営漁港整備事業費補助（ 公共事業）     736, 890 千円 

・ 水産流通基盤整備事業      ： 長井漁港     71, 250 千円 

・ 水産生産基盤整備事業      ： 鎌倉漁港    478, 140 千円 

・ 水産物供給基盤機能保全事業： 平塚漁港    75, 000 千円 

茅ケ崎漁港   51, 500 千円 

佐島漁港    15, 000 千円 

・ 漁港施設機能強化事業   ： 江之浦漁港   37, 500 千円 

・ 水産基盤整備調査事業   ： 小田原漁港   8, 500 千円 

（ ２ ） 市町営漁港整備事業指導監督費（ 公共事業）（ 事務費）   

6, 800 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 
 

主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

     74, 250 千円    65, 500 千円 

４  市町営漁港整備事業費( 単独事業)  

 北下浦漁港海岸侵食対策事業、 佐島漁港海岸高潮対策事業 

 

  



13 
 

＜漁業調整担当＞ 

主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

 46, 944 千円 45, 567 千円 

１  漁業調整委員会費 

漁業法に基づき 、 海面漁業及び内水面漁業について知事の諮問

に対する 答申、 漁業調整上の指示等を行う 海区漁業調整委員会及

び内水面漁場管理委員会の経費及び書記の人件費。  

 

 

 

 

  426 千円 443 千円 

２  漁業調整事務費 

（ １ ） 自衛隊・ 米軍漁業制限処理対策費            

法定受託事務と し て、 海面における 自衛隊・ 米軍の演習等に

伴う 漁業制限等の調整事務を 行う 。  

（ ２ ） 漁業調整関連事務費                

漁業法及び漁業調整規則等に基づく 漁業調整及び漁業許可等

に要する 事務、 県外漁場出漁及び本県漁場入漁に係る 関係都県

と の調整に要する 事務、 漁業と 遊漁等の利用調整等事務を 行

う 。  

 

 

 

 

 20, 683 千円 37, 069 千円 

３  漁業取締費 

漁業法及び漁業調整規則等に基づく 海面と 内水面漁業の違反行

為に対する 指導取締及び取締船の維持管理を 行う 。  
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＜資源管理担当＞ 

主要事業及び予算の概要 
令和８ 年度 

当初予算額 

令和７ 年度 

当初予算額 

 58, 111 千円 49, 746 千円 

１  あゆ種苗生産事業費 

内水面における 魚類の増殖を図る ため、 あゆ種苗を 生産（ 委託）

し 、 内水面漁連、 漁協、 養殖業者等に有償配布する 。  

生産量： 3, 410 ㎏  

放流用 3, 000 ㎏、 親魚用 30kg、  

中間育成用 280 ㎏、 養殖用 100 ㎏ 

 

 

 

 

 

 2, 000 千円 2, 000 千円 

２  内水面漁業推進事業費 

内水面漁業と 地域の振興を 図る ため、 丹沢ヤマメ や背掛り アユ

を 活用し て遊漁者や観光客等の増加に取り 組む。  

（ １ ） 丹沢ヤマメ の生息場所の保全と 増殖         

（ ２ ） 養殖魚と し ての「 丹沢系ヤマメ 」 の活用と ブラ ンド 化の推進 

（ ３ ） 良く 釣れる アユ「 背掛り アユ種苗」 の開発及び遊漁への活用              

 

 

 

 

 658 千円 679 千円 

３  資源管理型栽培漁業推進事業費 

放流し た種苗の一部を 親と し て育て、 次の資源につなげる 「 資

源管理型栽培漁業」 を 確立し 、 その円滑な推進に必要な体制を 構

築する こ と によ り 、 水産資源の効率的・ 効果的な増大を図る 。  

 

 

 848 千円 874 千円 

４  漁業管理制度推進事業費 

排他的経済水域内における 漁獲可能量を遵守する ために、 対象

魚種の漁獲データ を収集する と と も に、 県計画を策定し 、 漁業者

への指導等必要な管理措置を 講じ る 。  

 

 

 


